
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

　＜構成23機関＞
　国土交通省北陸地方整備局/新潟県/富山県/石川県/新潟市/東日本高速道路(株)新潟支社/
　中日本高速道路(株)金沢支社/(一社)日本建設業連合会北陸支部/
　(一社)日本道路建設業協会北陸支部/(一社)新潟県建設業協会/(一社)富山県建設業協会/
　(一社)石川県建設業協会/(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部/
　(一社)日本建設機械施工協会北陸支部/(一社)北陸土木コンクリート製品技術協会/
　(一社)プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部/北陸ＰＣ防雪技術協会/
　(一社)新潟県融雪技術協会/(一財)新潟県建設技術センター/北陸地質調査業協会/
　(一社)日本埋立浚渫協会北陸支部/(一社)北陸地域づくり協会/
　(一社)日本橋梁建設協会北陸事務所

＊Web開催（オンデマンド配信）

聴講申込期間：令和6年11月20日（水）～令和7年1月9日（木）
配信期間：令和7年1月10日（金） ～ 1月31日（金） （土日を含む22日間）
見逃し配信：令和7年2月1日（土） ～ 2月14日（金） （土日を含む14日間）
プログラム：
　・技術報告　6テーマ、22課題の技術報告
　　① 生産性向上、インフラ分野のDX
　　② 社会資本の的確な維持管理･更新　③ 雪に強い地域づくり
　　④ 自然災害からの安全確保　⑤ 環境の保全と創造　⑥ その他
視聴費：無料
参加者：申込 1,107名、視聴956名

令和6年度　事 業 実 施 報 告 書

技術開発､研究開発技術開発支援事業分類名
（中項目）

調査研究及び研究助成事業

実施体制事業経緯北陸地方建設事業推進協議会 令和6年度「建設技術報告会」

事業名
（大項目）

事業区分

技術調査室事業名
（個別メニュー）

担当所属継　続 実行委員会

　本報告会は、研究開発技術の普及を図ることを目的に平成7年度より毎年開
催しており、今回で29回目となる。厳しい社会経済情勢から、品質の確保及びこ
れまで以上に効率的かつ効果的に進めることが必要不可欠であり、そのために
は新技術・新工法の活用・普及が重要課題である。
　会場を設け集会型で行っていたが、令和2年以降Webで開催し、多くの視聴者
を集め、新技術･新工法への高い関心がうかがえる。

　本事業は、北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及
び民間企業において、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告するこ
とにより、研究開発技術の普及・促進に寄与するものである。

主 催：北陸地方建設事業推進協議会 令和6年度｢建設技術報告会｣実行委員会

一般社団法人 北陸地域づくり協会
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